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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  14/47    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  37/43    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０３　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月6日(2010.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　一様態において、本発明は、インスリン分泌ペプチドと両末端に反応基を有する非ペプ
チド性重合体とが相互共有結合によって連結されている持続型インスリン分泌ペプチド結
合体に関する。
　本発明で使用されるインスリン分泌ペプチドは、インスリン分泌機能を保有したペプチ
ドであって、膵臓ベータ細胞のインスリンの合成および発現を刺激する。このようなペプ
チドは、前駆物質(precursors)、アゴニスト(agonist)、誘導体(derivatives)、断片(fra
gments)および変異体(variants)を含み、好ましくはＧＬＰ(Glucagon like peptide)－１
、エキセンディン３(exendin 3)およびエキセンディン４(exendin 4)である。
　ＧＬＰ－１は、小腸で分泌されるホルモンであって、一般に、インスリンの生合成およ
び分泌を促進し、グルカゴン分泌を抑制し、細胞内のグルコース吸収を促進する。グルカ
ゴン前駆体は小腸で３つのペプチド、すなわちグルカゴン、ＧＬＰ－１およびＧＬＰ－２
に分解される。ここで、ＧＬＰ－１はＧＬＰ－１（１－３７）を意味し、元々インスリン
分泌機能のない形態であるが、ＧＬＰ－１（７－３７）の形態でプロセスされて活性型Ｇ
ＬＰ－１（７－３７）になる。ＧＬＰ－１（７－３７）アミノ酸配列は、次のとおりであ
る：
　ＧＬＰ－１（７－３７）
　ＨＡＥＧＴ ＦＴＳＤＶ ＳＳＹＬＥ ＧＱＡＡＫ ＥＦＩＡＷ ＬＶＫＧＲ Ｇ
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